
新
資
料

『
仏
説
八
関
斎
戒
秘
密
求
生
浄
土
心
要
』
に

つ
い
て

(
木

村
)

新
資
料

『仏
説
八
関
斎
戒
秘
密
求
生
浄
土
心
要
』
に

つ
い
て

木

村

清

孝

二

昨
年
、
韓
国
仏
教
学
界
の
重
鎮
で
あ
る
趙
明
基
博
士
の
八
十
歳
の

長
寿
を
祝
し
て
東
国
大
学
校
出
版
部
か
ら

『
高
麗
仏
籍
集
侠
』
が
刊
行

さ
れ
た
。

題
名
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
書

は
数
多
く

の
稀

襯

書

・
貴
重
書

を
収
載
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
、
関
泳
珪
延
世
大
学
校

名
誉
教
授

所
蔵
の

「念
仏
作
法
」
と
名
づ
け
る

「嘉
靖

八
年

(
一
五
二

九
)
全
羅
道
光
陽
地
万
寿
蕎
補
刻
合
綴
本
」
が
あ
り
、

こ
の

『念
仏
作

(1
)
法
』
に
収
め
ら
れ
る

「戒
文
」
の

一
部
と
し
て

『
仏
説
八
関
斎
戒
秘
密

求
生
浄
土
心
要
』
(
以
下

『
心
要
』
と
略
称
)
な
る

一
巻

本
が
含

ま
れ
て

い
る
。
い
さ
さ
か
調
査
を
進
め
た
と
こ
ろ
、

こ
の

『
心
要
』
が
、
実
は

八
関
斎
儀
礼
史
、
中
国
浄
土
教
史
、
な
い
し
東
ア
ジ
ア
仏
教
史
上
、
極

め
て
興
味
深
く
か

つ
重
要
な
資
料
で
あ
る

こ
と
が
判
明

し
た
。
そ

こ

で
、
本
論

に
お
い
て
は
、
以
下
に

『
心
要
』
の
概
要
を
紹
介
し
、
そ
の

基
本
的
な
問
題
点
を
考
・察
し
て
み
た
い
。

二

ま
ず
、
『
心
要
』
の
編
著
に
関
し
て
は
、
表

題

の
下

に

「
江
北
僧

円
変
集
」

と
あ
る
か
ら
、
円
変
な
る
人
物
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の

と
し
て
本
書
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

円
変
な
る
人
物
は
、
卑
見
の
及
ぶ
限
り
、
高
僧
伝
な
ど
の
諸
伝
記
資
料

に
は
出
て
こ
な
い
。
ま
た
こ
の
人
物
の
肩
書
き
も
、
た
だ

「
江
北
僧
」

と
あ
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
江
北
、

す
な
わ
ち
長

江
以
北
の
い
わ
ゆ
る

潅
南
道

(主
に
現
在
の
江
蘇
省
)
出
身
の
僧
で
あ

っ
た

こ
と
が
推
測

さ
れ

る
の
み
で
あ

る

(
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
後
に
詳
論
す
る
)
。
な
お
、
円

変
を
編
著
者
と
す
る
伝
承
を
否
定
す
る
資
料
は
ま

っ
た
く
な
い
。

次
に
、
全
体
の
内
容
を
概
観
す
る
と
、
初
め
に
見
出
し
の
よ
う
な
形

で
、一
不
得
殺
生

二
不
得
楡
盗

三
不
得
揺
慾

四
不
得
妄
語

五
不
得
飲
酒

六
不
得
坐
高
広
大
床

七
不
得
歌
舞
妓
楽
故
往
観
聴
、
及
著
香
薫
衣
服

八
不
得
過
午
食

と
、
八
関
斎
戒
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
名
目
は
、
現
存
す
る
諸
文
献

の
中
で
は
、

一
〇
-
一

一
世
紀

こ
ろ
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
S
四
〇
八

(
2
)

一
に
も

っ
と

も

近

い

(
た

だ
し
、
同
書

で
は
第

六

・
第
七
は
順
序
が

逆

に

な

る
)
。
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次
に
は
、

八
関
斎
戒
の
実
行
法
が
簡
潔

に
述

べ
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、共
八
戒
者
、
従
今
清
旦
、
至
明
清
旦
、
一
日
一
夜
、
不
得
犯
此
。
其
斎
之
日
、

操
浴
塵
垢
、
著
新
浄
衣
、
先
諦
浄
法
界
翼

言
鵬
騨
、
次
諦
浄
三
業

駐
、
次
諦

千
手
五

遍
、
厳
浄
道
場
、
然
後
飯
依
三
宝
駐
、
次
廻
施
偶
副
。

諸
仏
正
法
菩
薩
僧

直
至
菩
提
我
販
依

我
以
持
戒
諸
善
根

為
有
情
故
願
成
仏

能
或
施
人
或
施
善

所
獲
一
切
諸
功
徳

猶
如
幻
化
似
夢
境

三
輪
体
空
悉
清
浄

廻
施
已
、
或
静
坐
、
或
諦
経
、
或
持
呪
、
或
念
仏
、
或
作
務
、
随
意
。
斎
戒

日
期
、
具
載
下
文
。
依
法
受
持
。

と
あ
る
。
本
書
の
表
題
中
に

「
秘
密
」
の
語
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

ま

さ
し
く
そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、

こ
こ
に
は
(1)
浄
法
界
真
言

(
o
m

奉
膏
)
、
(
2
)
浄
三
業
(
o
m
 
s
v
a
b
h
a
v
a
-
s
u
h
d
h
a
h
s
a
r
v
a
-
d
h
s
r
m
a
h
 
s
v
a
b
h
a
-
v
a
-

(
3
)

s
u
d
d
h
o
 
h
a
m

)
、
(
3
)
千
手
(
大
悲
心
陀
羅
尼
?
)
を
諦
す
る
と
い
う
密
教
儀

礼
が
導
入
さ
れ
、
し
か
も
全
体
と
し
て
は
、
延
寿

(九
〇
四
-
九
五
)
の

「
万
善
同
帰
」
「
万
善
生
浄
土
」

の
思
想
を
受
け
継
ぐ
と
思
わ

れ
る
、

あ
ら
ゆ
る
仏
教
的
実
践
を
肯
定
す
る
立
場
が
宣
揚
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
と
く
に
、
念
仏
が
単
に
そ
れ
ら
の
中
の

一
つ
と
し
て
、
随
意
に
行

な
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
書
の
表
題
中
に
い
わ

れ
る

「
求
生
浄
土
」
が
必
ず
し
も
念
仏
を
不
可
欠
と
し
て
は
い
な
い
こ

と
を
表
し
て
い
て
興
味
深
い
。

第
三
に
は
、
「斎
用
歯
木
漢
豆
利
益
部
」
が
立

て
ら
れ
る
。
後
述
す

る
よ
う
に
、
本
書
は
内
容
的
に
も
組
織
の
仕
方
に

つ
い
て
も
、
道
世
の

『
法
苑
珠
林
』
の
影
響
[を
大
き
く
受
け
て
い
る
が
、

こ
の
一
節
だ
け
は

『
法
苑
珠
林
』
に
な
く
、
内
容
も
ま

っ
た
く
新
し
い
。
引
用
さ
れ
る
文

献
は
、
『
寄
販
伝
』
『
大
威
儀
請
問
経
』
『薩
婆
多
論
』
の
三
部
で
あ
り
、

合
わ
せ
て
と
く
に
口
中
を
清
潔
に
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
日

(4
)

本
の
道
元

(
二

一〇
〇
-
五
三
)
の

「
洗
面
」
の
思
想
と
対
比

・
検
討
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
い
え
よ
う
。
因
み
に
道
元
は
、
留
学
当
時
、
す
で
に

中
国
で
は
楊
枝
を
だ
れ
も
知
ら
な
か
っ
た
と
報
告

し
て
い
る
。

第
四
節
は

「
会
名
功
能
両
部
互
顕
」
と
題
さ
れ
、
下
に
、

法
苑
珠
林
百
巻
、
西
明
寺
沙
門
道
世
撰
。

此
下
戒
文
、
第
八
十
七
八
九
三
巻
中
皆
出
也
。

と
割
註
が
あ
る
。
実
際
に
は

こ
れ

は
誇
張

で
、
す

べ
て
が

『
法
苑
珠

林
』
の
八
七
巻
以
下
の
三
巻
に
出
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
記
述

の
選
択

・
増
補

・
訂
正
に
よ

っ
て
本
節
は
成
り
立

っ
て
い
る
。
こ
の
点

は
、
下
の
第
五
節

「
引
証
部
」
、
第
六
節

「述
意

部
」
、
第
七
節

「
優
劣

部
」
(末
尾
)
も
同
様
で
あ
る
。

次
に
、
そ
れ
ら
各
部
の
本
文
の
大
半
を
占
め

る
引
用
文

の
典

拠
名

(人
名
を
含
む
)
を
記
し
て
み
る

(括
弧
は
典
拠
名
が
明
記
さ
れ
な
い
も
の
、

棒
線
は

『
法
苑
珠
林
』
の
引
用
文
の
転
用
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
)
。

(法
苑
珠
林
)
・
智
度
論

・
教
主
応
化
図

・
提
謂
経

・
四
天
王
経

・
(法
苑
珠

林
)
・
四
天
王
経
・
浄
土
経

・
正
法
念
処
経

・
育
王
経
・
仁
王
護
国
経
・
砒

新
資
料

『
仏
説

八
関
斎
戒
秘
密
求
生
浄
土

心
要
』

に

つ
い
て

(
木

村
一
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新
資
料

『
仏
説

八
関
斎
戒
秘
密
求
生
浄
土
心
要
』

に
つ
い
て

(
木

村
)

羅
三
昧
経

・
薩
婆
多
論

・
四
分
律
・
尼
紗

・
智
度
論

・
博
物
志

〔以
上
、
第

四
節
〕

健
陥
国
王
経

・
雑
讐
喩
経

・
護
浄
経

・
寒
山
集

・
梵
網
経

・
樗
厳
経

・
環

師

・
月
燈
三
昧
経

・
智
度
論

・
法
華
経

・
司
馬
温
公

〔以
上
、
第
五
節
〕

(法
苑
珠
林
)
・
智
度
論

・
華
厳
経

・
薩
婆
多
論

・
浬
藥
経

・
祖
師

・
道
安
法

師
・
雲
峯
祖
師

・
伝
燈
録

〔以
上
、
第
六
節
〕

増
一
阿
含
経

〔第
七
節
〕

こ
れ
ら
の
引
用
の
中
に
は
、
不
明
の
も
の
、
未
詳

の
も
の
も
存
す
る
。

し
か
し
全
体
的
に
見
た
場
合
、

と
く
に
、
(1)

『
法
苑
珠
林
』
そ
の
ま
ま

で
は
決
し
て
な
く
、
ま
た
宗
派
性
が
極
め
て
薄
い
こ
と
、
(2)
民
間

へ
の

仏
教
の
浸
透
を
図
る
偽
経
類
の
引
用
が
目
立

つ
こ
と
、
(登)
正
統
的
な
浄

土
経
典
は
ま

っ
た
く
引
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

(第
四
節
の

『浄
土
経
』

は
偽
経
で
あ
る
)
、
な
ど
が
注
意
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
第
五
節
で
は
文
末
で
遠
法
師

(慧
遠
)
、道
法
師

(道
安
)
、

天
台
智
者

(智
顕
)
、
清
涼
国
師

(澄
観
)
、
曙
恩
ら

の

「不
過

中
食
」

(午
后
に
は
食
事
し
な
い
)
を
遵
守
す
る
態
度
に
言
及
し
、
讃
え
て
も

い

る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
本
書
の
編
著
者
が
い
わ
ゆ
る
宗
派
的
な
枠
組

み
に
は
ほ
と
ん
ど
執
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

最
後
に

一
言
す
れ
ば
、

以
上
の
概
観
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
き
、
そ

の
表
題
は
、
「
仏
が
説
か
れ
た
、

八
関
斎
戒

と

い
う
、
秘
密

の
、
浄
土

に
生
ま
れ
る
こ
と
を
求
め
る
た
め
の
、
心
要
」
の
意
で
あ
る
と
解
釈
さ

れ
る
。
本
書

の
狙
い
は
、
あ
く
ま
で
八
関
斎
戒

の
敷
宿

と
宣
布

に
あ

り
、
浄
土
な
い
し
天
界

へ
の
往
生
は
、
そ
れ
を
実

行
す
る
結
果
と
し
て

約
束
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三

で
は
本
書
は
、
い

つ
、
ど
こ
で
、
ど
う
い
う
人
に
よ

っ
て
著
わ
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
成
立
年
代
に
関
し
て
は
、
「
司
馬
温
公
云
く
」
と
し
て
、

念
怒
如
烈
火
、
利
欲
如
鈷
鋒
、
終
朝
長
戚
戚
、
是
名
阿
鼻
獄
。
顔
回
安
随

巷
、
孟
詞
養
浩
然
、
富
貴
如
浮
雲
、
是
名
極
楽
国
。
孝
悌
通
神
明
、
忠
信
行

蛮
額
、
積
善
来
百
祥
、
是
名
作
因
果
。
言
為
百
代
師
、
行
為
天
下
法
、
久
至

不
可
掩
、
是
名
不
壊
身
。
仁
人
之
安
宅
、
義
人
之
正
路
、
行
之
誠
且
久
、

是
名
光
明
蔵
。
道
徳
修

一
身
、
功
徳
被
万
物
、
為
賢
為
大
聖
、
是
名
仏
菩

薩
。

と
い
う

一
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
も

っ
と
も
注
意
さ
れ
る
。

司
馬
温
公
と
は
、
王
安
石
の
新
法
党
に
対
抗
し
た
旧
法
党
の
党
首
で
、

『
資
治
通
鑑
』
の
編
者
で
も
あ
る
司
馬
光

(
一
〇

一
九
-
八
六
)
の
こ
と

で
あ
る
が
、
地
獄
も
極
楽
も
現
世
に
お
け
る
生

き
方
の
表
現
に
ほ
か
な

ら
ず
、
仏

・
菩
薩
と
は
道
徳
を
身
に
修
め
、
功
徳
を
万
物
に
及
ぼ
す
人

の
こ
と
で
あ
る
、
と
す
る
こ
の
文
の
出
所
を
筆
者

は
い
ま
の
と
こ
ろ
見

出
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
か
れ
が
仏
教
に
つ
い
て

一
定
以
上
の
知
識

を
も
ち
、
有
益
性
を
無
視
で
き
な
い

一
つ
の
処
世
法
、
あ
る
い
は
人
生

(5
)

哲
学
と
し
て
仏
教
を
捉
え
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
.い
。
た
だ
、
か
れ

に
こ
れ
ほ
ど
踏
み
込
ん
だ
仏
教
理
解
が
あ

っ
た

か
ど
う
か
に

つ
い
て
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は
、
若
干
疑
問
が
残
る
。

と
も
あ

れ
、
本
書
に

「
司
馬
温
公
云
く
」
と
し
て
上
の
一
文
が
引
用

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
書

の
成
立
が
、
司
馬
光
に

「
太
師
温

国
公
」
の
称
号
が
贈
ら
れ
た
そ

の
没
年

(
一
〇
八
六
)
以
後

で
あ
る

こ

と
、
さ
ら
に
は
、
か
れ
の
死
後
か
ら
北
宋
末

(
一
二

一七
)
ま
で
再
び
新

法
党
が
勢
力
を
獲
、
か
れ
は
官
を
お
と
さ
れ
た
か
ら
、
そ
の
名
誉
が
回

復
さ
れ
た
南
宋
代

(
二

二
七
-
二

一七
九
)
の
初
め
以
降

で
あ
る
可
能

性
も
存
す

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
の
成
立
年
代
を
あ

ま
り
下
げ

る
こ
と
も
不
自
然
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
本
書
に
言
及
さ

れ
る
仏
教
者
の
中
で
、
年
代
の
明
確
な
人
び
と
の
う
ち
も

っ
と
も
遅
い

人
は
、
延
寿

(九
〇
四
-
九
七
五
)
と
曙
恩

(九
二

一
-
九八
六
)
で
あ
る

か
ら
で
あ

る
。

一
一
世
紀
に
活
躍

す
る
知

礼

(九
六
〇
-
一
〇
二
八
)
・

遵
式

(九
六
四
-
一
〇
三
二
)
・
智
円

(九
七
六
-
一
〇
二
二
)
・
重
顕

(九
八

○
-
一
〇
五
二
)
・
契
嵩

(
一
〇
〇
七
-
七
二
)
な
ど
、
お
よ
び
か
れ
ら
以

後

の
仏
教
者
や
文
献
に
は
、
お
そ
ら
く
ま

っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

こ
と

は
、
『
心
要
』
は
は

じ
め

「司
馬
温
公
云
く
」

の
部
分
を
欠
く
形
で
成
立
し
、
あ
と
で
こ
の

部
分
が
付
け
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
疑
問

で
あ

る
。

「司
馬
温
公
云
」
の
語
が
、
「
述
意
部
」
な
ど
と
同
じ
く
見
出

し
の
よ

う
に

一
行
取
り
で
掲
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
当
該
の
部
分
が
必
ず
し
も

前
後

の
文
と
つ
な
が
り
が
よ
い
と
は
い
え
な
い
こ
と
も
、

こ
の
推
測
を

助
け
る
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

編
著
者
と
さ
れ
る
円
変
の
伝
記
が
ま

っ
た
く
不
明
で
あ
る
以
上
、
上

の
推
測
の
当
否
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

成
立
年
代
に
関
し
て
は
、
現
在
知
ら
れ
る
範
囲

で
は
次
の
二

つ
の
可
能

性
を
認
め
て
お
く
ほ
か
は
あ
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、

(1)

一
〇
世
紀
末
-
一

一
世
紀
初
め
こ
ろ
、
円
変
が

『
心
要
』
を
編

集
し
、
こ
れ
に

一
一
世
紀
末
、
あ
る
い
は

二

一世
紀
の
前
半

こ
ろ

に
誰
か
が

「司
馬
温
公
云
」
の
部
分
を

(
あ
る
い
は
そ
の
他
の
若
干

の
部
分
を
も
)
付
加

・
修
訂
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在

の

『
心
要
』

と
な

っ
た
。

(2)

一
一
世
紀
後
半
-
十

二
世
紀
前
半
こ
ろ
、

円
変
が
現
在
の
形
の

『
心
要
』
を
編
集
し
た
。
か
れ
が

二

世
紀

の
代
表
的
な
仏
教
者

た
ち

(前
述
し
た
知
礼
な
ど
)
に
言
及
し
て
い
な
い
の
は
、
か
れ
ら

を
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
か
、
知
ら
な
か

っ
た
た
め
で
あ
る
。

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

で
は
次
に
、
『
心
要
』
は
ど
こ
で
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問

題
は
、
本
書
が
朝
鮮
半
島
に
伝
わ

っ
て
い
る
こ
と
、
「
江
北
僧
円
変
集
」

と
い
う
撰
述
者
名
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
本
書

全
体
の
思
想
的
性
格

か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
、
本
書
は
李
朝
(朝
鮮
)
代
の
嘉
靖
八
年

(
一
五
二
九
)
に
全
羅
道

で
刊
行
さ
れ
た
書
物
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
高

麗
か
あ
る
い
は
李
朝
で
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。

新
資
料

『
仏
説

八
関
斎
戒
秘
密
求

生
浄

土
心
要
』

に
つ
い
て

(
木

村
)
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新
資
料

『
仏
説

八
関
斎
戒
秘
密
求

生
浄
土

心
要
』

に

つ
い
て

(
木

村
)

(6
)

し
か
し
、
す
で
に
諸
研
究
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

半
島
に
お
け
る
八
関
斎
会
は
、
そ
の
民
族
信
仰
や
民
間
習
俗
と
習
合
し

(7
)

つ
つ
、
「
天
霊
、
及
び
五
獄
の
名
山
、
大
川
の
竜
神
」
に
事

え
る
護
国

の
た
め
の
国
家
行
事
と
し
て
高
麗
代
に
完
成
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、

そ
れ

は
、
イ
ン
ド
や
中
国
の
八
関
斎
会
と
は
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど

急
速
に
質
を
異
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
す
で
に
概
観
し

た
よ
う
に
、
『
心
要
』
は
あ
く
ま
で
伝
統
的
な
立
場

に
立

っ
て
八
関
斎

戒
の
重
要
性
、
根
本
性
を
宣
揚
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
書
が
半
島

に
お
い
て
高
麗
代
に
作
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
李

朝
の
成
立

(
二
二
九
三
)
以
後
に
現
れ
た
と
い
う

こ
と
も
、
儒
教
国
家
と

し
て
の
李
朝
の
基
本
的
な
性
格
、
本
書
に
朝
鮮
仏
教
関
係
の
も
の
が
ま

っ
た
く
引
用

・
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
実
際
に
引
用

・
言
及
さ
れ

て
い
る
も

の
と
の
年
代
的
な
ギ
ャ
ッ
フ
の
大
き
さ
な
ど
に
照
ら
し
て
、

あ
り
え
そ
う
も
な
い
。
ま
た
、
編
著
者
名
に
付
さ
れ
る

「
江
北
」
と
い

う
地
名
な
い
し
方
角
名
が
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
お
そ
ら
く

一
般
に
は

用
い
ら
れ
な

い
こ
と
も
、
本
書
の
朝
鮮
半
島
成
立
説
に
と

っ
て
は
不
利

な
材
料
で
あ

る
。
や
は
り
本
書
は
、
中
国
の

「
江
北
」
(准
南
道
)
の
僧

円
変
に
よ

っ
て
編
集
さ
れ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

で
は
編
著
者
の
円
変
と
は
ど
う
い
う
人
物
で
、
「
江
北
」
は
何

を
意

味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
円
突
が

一
山
の
、
と
く
に
大
寺
の

住
持
で
あ

っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
そ
の
肩
書
に
は
少
な
く
と

も
山
名
か
寺
名
が
記
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
が
な
く
、
「
江
北
僧
」

と
あ
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
か
れ
が
住
持
の
職
に
あ

っ
た
の

で
は
な
く
、
単
な
る

一
介

の
修
行
僧
、

あ
る
い
は
寺
を
捨
て
た
遁
世
の

僧
で
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
「
江

北
」
は
円
変
の
居
住
地
で
は
な
く
、
出
身
地
を
表
す
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
本
書
の
中
で
は
、
斎
戒

・
持
戒
の
重
要
性

・
根
本
性

の
強
調

と
表
裏
を
な
す
よ
う
に
、
斎
戒
を
軽
視
し
、
あ
る
い
は
否
定
し
て
禅
道

を
説
く
禅
者
に
対
し
て
、

臆
、
今
有
軽
穀
斎
戒
、
自
称
大
乗
者
、
強
将
美
酒
食
、
勧
与
持
斎
人
、
上
障

仏
之
光
明
、
下
破
人
之
功
徳
。
如
斯

一
類
、
求
堕
三
塗
。
仮
使
大
通
大
徹
、

談
道
談
禅
、
開
口
則
魍
魎
舐
咽
、
行
歩
則
鬼
神
掃
跡
。
莫
言
九
族
望
生
天
、

一
子
出
家
、
九
族
生
天
。
帯
累
二
親
、
先
入
獄
。

と
い
う
厳
し
い
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
思
う
に
、

こ
の
よ
う
な
批
判

は
、
お
そ
ら
く
仏
教
界

の
組
織
の
権
威
あ
る
地
位

か
ら

一
定
以
上
の
距

離
を
保

つ
と
こ
ろ
に
身
を
置
い
て
は
じ
め
て
可
能

で
あ

っ
た
ろ
う
。

で
は
、
円
変
の
宗
派
的
な
系
譜
は
ど
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
時
代
は
す

で
に
宋
代
で
あ
り
、
い
わ
ば
中
国
仏
教
全
体
が
す
で
に
総
合
仏
教
、
融

合
仏
教
の
性
格
を
強
め
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
な
意
味
で
そ
の

宗
派
性
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
問

う
意

味
も
あ

ま
り
な

い
。
し
か
し
、
本
書
を
通
じ
て
窺
わ
れ
る
編
著
者
像
と
し
て
と
く
に
注

意
を
惹
く
点
は
い
く

つ
か
あ
る
。
そ
の
第

一
は
、
全
体
と
し
て
己
心
浄

土
論
、
斎
戒
第

一
主
義
と
集
約
で
き
る
よ
う
な
禅
的
な
立
場
が
濃
厚
に

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
密
教
儀
礼
を
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積
極
的
に
導
入
し
て
い
る
こ
と
、
第
三
は
、
天
台
智
顎
ら
と
並
ん
で
、

華
厳
宗
の
澄
観
、

お
よ
び
天
台
宗
山
外
派
の
祖
曙
恩
の
言
行
を
賞
讃
し

て
い
る
こ
と
、
第
四
は
、
斎
戒
に
際
し
て
歯
木

・
操
豆
の
使
用
を
提
唱

し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
中
心
に
し
て
、
大
胆
に
円
変

の
系
譜
を
推
測
す
れ
ば
、
か
れ
は
、
雪
峯
義
存
-
法

眼
文
益
-
永

明
延
寿
の
流
れ
を
汲
む
禅
者
か
、
天
台
宗
山
外
派
の
僧
で
あ
り
、

い
ず

れ
に
属
す

る
に
し
て
も
、
も
う

一
方
の
系
譜
に
対
し
て
か
な
り
親
し
い

関
係
に
立

っ
て
い
た
、

と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四

以
上
、
新
資
料

『
心
要
』
の
概
略
を
紹
介
し
、
そ
の
年
代
や
編
著

者
に
つ
い
て

一
応
の
推
定
を
試
み
た
。
中
間
報
告
の
よ
う
な
も
の
で
は

あ
る
が
、

こ
れ
を
き

っ
か
け
と
し
て
本
書
の
研
究
が
深
め
ら
れ
る
こ
と

を
切
望
し
た
い
。
な
お
、

い
う
ま
で
も
な
く
本
書
を
め
ぐ
る
問
題
は
、

上
述
し
た
範
囲
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
く
に
、
本
書
が
ど
う

い
う
経
緯

で

一
六
世
紀
に
李
朝
に
お
い
て
刊

行
さ

れ
る
に
至

っ
た
の

か
、
そ
の
目
的
は
何
で
あ

っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
は
是
非
と
も
究
明

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

1

本
書
全
体
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
序

(道
世
践
"

『
法

苑
珠
林
』
八
八
、
受
戒
部

・
五
戒
部
・
述
意
部
第
一
)
・
仏
説
八
関
斎
戒
秘

密
求
生
浄
土
心
要

・
十
王
経

・
天
台
末
学
雲
黙
和
尚
警
策
・
八
浴
聖
解
脱

門

・
挙
現
事
以
斥
妄
行

・
為
僧
不
預
於
十
科
事
仏
徒
消
於
百
載
・
釈
門
登

科
記
序
・
明
教
嵩
禅
師
尊
僧
篇

・
慈
雲
式
繊
主
書
紳
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

本
書
が
契
嵩

(
二
〇
〇
七
-
七
二
)
や
遵
式

(九
六
四
-
一
〇
三
二
)
以

後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

2

土
橋

秀
高

『
戒
律

の
研
究
』

(
一
九
八
○
年
、

永

田

文

昌

堂
)

七
七
二

七
九

一
頁
参
照
。

3

「
千
手
」

(
本
文
は

「
千
手

五

遍
」
と
な

っ
て

い
る
が
、

こ
の
中

の

「
五
」

は
、
諦
出

の
回
数
を
示
す
も

の
で
、
正

し
く

は

「
千
手

駈
」

で
あ

ろ
う
。

「
千

手
五
…
…
」

と
略
称
で
き
る
真

言
名

や
経
典
名

も
な
さ
そ
う

で
あ
る
)

を

『
大
悲
心
陀
羅
尼
』
と
推
測
す
る
理
由

は
、
(
1
)
諸
訳

の
同
経

の
名
称

が
、

い
ず
れ
も

「
千
手
千
眼
観
世
音
ま
た
は
観

自
在

菩
薩
」

の
語
を
冠

す
る
こ

と
、

(2)
不
空
訳

と
さ
れ
る

『
大
悲
心
陀
羅
尼
修

行
念
諦
略
儀
』

の
冒
頭

に

働

の

「
浄
三
業
」

の
真
言
が
あ
り
、

こ
の
真
言

と
本
経

と
の
間

に
は
密
接

な
関
係
が
あ

る
と
認

め
ら

れ
る

こ
と
、

(
3
)
延
寿
以
来
、

『
大
悲

心
陀
羅
尼
』

の
日
常
的
儀
礼

へ
の
組
込

み
の
試
み
が
進
み

つ
つ
あ

っ
た
こ
と

(
知
礼

に

よ

る
大
悲
繊
法

の
組
織
化

は
、
そ

の
代
表
的
な
成
果

で
あ

る
と
考

え
ら
れ

る
)
、
(5)
他

に

「
千
手
」

に
相
当
す
る

と
思
わ
れ

る
も

の
が
見
当

ら

な

い

こ
と
、
な

ど
で
あ
る
。

4

『
正
法
眼
蔵
』
(
七
五
巻
本
)
第

五
〇

「
洗
面
」
参
照
。

5

例
え
ば
司
馬
光

は
、
「
仏
書

の
要
は
空

の

一
字

に
尽
く

る

の
み
」

と
し
、

楊
子

の
厭
世
観

と

の
類
似

を
指
摘

し
た
上

で
、
「
釈
老

の
道

は
皆
、

宜

し

く
憂
患

の
用

を
為

す
べ
き
か
」

と
論

じ
て
い
る

(
「
書

心
経
後

贈
紹
堕
」
、

『
司
馬
温
公
文
集
』

六
九
)
。
か
れ
は

「
空
」

の
意
義

を
、

お
そ
ら
く

「
憂

患
」

の
結
果

と
し
て
、
利

欲
を
離

れ
た
善

心
が
酒
養

さ
れ
て
く
る
点

に
見

て
い
る

の
で
あ

っ
て

(「
釈
老
」
、
同
、

七
四
参
照
)
、
そ
れ
以

上

の
も

の

で
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。

6

里
道
徳
雄

「
朝
鮮
仏

教
に
お
け
る
八
関
斎
会
考

そ

の
歴
史
的
展
開

」

(
『
西
義
雄
博

士
頗

寿
記
念
論
集

・
菩
薩
思
想
』
昭
和

五
六
年
、

大
東
出
版

社
、

二
七
五
-
二

九
七
頁
)
、
同

「
高
麗
仏
教

に
於

け
る
八
関
会

の
構
造
」

(
『
東
洋
学

研
究
』

一
七
、

一
九
八
二
年
)
、
洪
潤
植

『
韓
国
仏

教

儀

礼

の

研
究
』
(
昭
和

五

一
年
、

隆
文
館
)

一
四
〇
-
一

四
三
頁
な
ど
参
照
。

7

「
訓
要

十
条
」

(『
高
麗

史
』

二
、
世
家

二
、
太
祖

二
十
六
年
癸
卯
条
)
。

「
訓
要
十
条
」

が
実
際

に
は
顕

宗
王
代

(
一
〇

二
〇
-
三

一
)

前

後

の
成

立

で
あ
る

こ
と
に

つ
い
て
は
、
今
西
竜

「
高
麗

太
祖

『
訓
要
十
条
』

に
就

き
て
」

(『
高
麗
及
李
朝
史
研
究
』
、
昭
和
四
九
年
、
国
書
刊
行
会
、

二
三
-

三

一
頁
)

参
照
。

(
東
京
大
学
助
教
授

・
文
博

)

新
資
料

『
仏
説

八
関
斎
戒
秘
密
求
生
浄

土
心
要
』

に

つ
い
て

(
木

村
)
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